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4月1日開業に向けエ事急ピッチr市場I駅J 市
場
駅
は
じ
め
四
駅
 

平
成
筑
豊
鉄
道
 「内田駅」赤 村 



議会だより 

(
II
・
い
 

曹麟曹 

ー
予
算
・
補
正
予
算
」
 

⑥
平
成
ニ
年
度
一
般
会
計
暫
定
予
算
 

⑥
平
成
ニ
年
度
住
宅
新
一
染
資
金
等
貸
付
 

事
業
特
別
会
計
予
算
 

⑥
平
成
ニ
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
 

定
特
別
会
計
予
算
 

⑥
平
成
二
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
予
 

算
 

⑥
平
成
ニ
年
度
上
水
道
事
業
会
計
予
算
 

⑥
平
成
ニ
年
度
町
立
病
院
事
業
特
別
会
 

計
予
算
 

（
以
上
の
予
算
に
つ
い
て
は
表
参
照
）
 

⑥
平
成
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
→
 

一
一
一
億
五
千
六
白
三
十
九
万
八
千
円
を
追
 

加
補
正
し
、
予
算
総
額
が
五
十
四
億
九
 

千
五
百
六
ト
二
万
 

千
円
と
な
り
ま
し
 

た
。
主
な
も
の
は
、
公
債
費
の
元
金
の
 

繰
上
償
還
に
伴
う
経
費
な
ど
で
す
。
 

⑥
平
成
元
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
 

定
特
別
会
計
補
正
予
算
→
六
百
八
十
 

三
万
四
千
円
を
追
加
補
正
し
、
予
算
総
 

額
が
六
億
三
千
四
百
二
十
万
一
千
円
と
 

な
り
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
高
額
療
 

養
費
及
び
安
定
化
経
費
と
し
て
人
間
ド
ッ
 

ー
一
般
質
問
ー
 

岡
保
健
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
 

周
一
般
会
計
の
財
政
状
況
が
悪
化
し
て
 

い
る
中
、
国
保
会
計
へ
の
繰
り
出
し
は
 

更
に
逼
追
致
し
ま
す
が
、
で
き
得
る
限
 

り
の
対
処
を
致
し
ま
す
。
又
、
老
人
問
題
 

に
関
し
ま
し
て
は
、
私
も
地
域
の
会
合
 

な
ど
に
出
席
さ
せ
て
頂
い
た
際
、
様
々
 

な
問
題
を
聞
い
て
お
り
、
難
か
し
さ
を
 

感
じ
て
い
ま
す
。
 

た
だ
単
に
物
や
金
銭
だ
け
で
は
片
付
 

か
な
い
事
が
多
く
、
健
康
診
断
だ
け
に
 

一 

伏

原

早

川

接

子

 

せ
 

町
の
ン
ン
ボ
ル
「
桜
の
 

D

ら
花
」
の
開
く
の
も
間
も
な
 

一
て
《
ノ
 
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

花
魂
 
今年こそ皆様にお知 

、、ノ 

そ4

ら
せ
し
て
是
非
見
て
頂
き
 

にへ」」一～女Dk
ドごビー、主 

桜
 

正
面
大
 一

 
』
 

た
い
桜
の
木
が
ご
ざ
い
ま
 

す
。
そ
れ
は
福
智
下
宮
神
 

し
 
だ
れ
 

社
境
内
の
万
枝
垂
桜
方
で
 

す。 

局
井
右
側
に
樹
齢
二
百
年
前
 

後
と
思
わ
れ
る
大
き
な
木
で
す
が
、
大
 

分
老
木
し
て
一
本
が
二
本
に
別
れ
て
い
 

ま
す
。
皮
が
離
れ
て
独
立
し
た
の
で
す
。
 

大
体
彼
岸
系
の
桜
で
す
か
ら
、
吉
野
 

桜
よ
り
も
一
週
間
位
早
、
 

三
月
末
か
ら
 

四
月
初
め
に
か
け
て
、
う
す
桃
色
の
小
 

型
で
上
品
な
花
が
開
き
始
め
ま
す
。
 

こ
の
花
は
繁
植
が
む
つ
か
し
く
、
接
木
 

平
成
ニ
年
三
月
定
例
議
会
は
、
三
月
十
三
日
か
ら
ニ
十
三
日
ま
で
の
十
一
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

一
般
会
計
暫
定
予
算
、
町
立
病
院
、
上
水
道
事
業
な
ど
の
予
算
、
敬
老
年
金
な
ど
の
条
例
、
エ
事
請
負
契
約
 

の
変
更
、
又
、
追
加
議
案
ニ
件
な
ど
合
計
十
五
件
の
議
案
審
議
が
な
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

開
会
の
十
三
日
、
日
野
町
長
は
平
成
ニ
年
度
の
施
政
方
針
を
行
い
 
「
町
の
財
政
状
況
は
、
国
の
好
景
気
と
は
 

異
な
り
、
依
然
と
し
て
逼
追
し
て
い
ま
す
。
現
在
国
の
予
算
も
は
っ
き
り
し
て
お
ら
ず
、
 
一
般
財
源
の
地
方
交
 

付
税
の
伸
び
が
十
分
見
込
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
又
、
平
成
元
年
度
の
赤
字
額
が
大
き
く
、
限
ら
れ
た
財
源
 

の
中
、
歳
出
全
体
を
可
能
な
限
り
抑
制
し
た
六
カ
月
の
暫
定
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
来
た
る
 

べ
き
ニ
十
一
世
紀
に
向
け
、
よ
り
良
い
赤
池
町
を
次
世
代
へ
と
引
き
継
ぐ
た
め
、
更
に
新
た
な
る
決
意
を
も
っ
 

て
こ
の
難
局
を
乗
り
き
っ
て
い
き
ま
す
」
と
強
い
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
又
、
ニ
月
ニ
十
三
日
逝
去
さ
れ
た
、
 

「
木
月
睦
夫
」
議
員
の
追
悼
議
決
も
な
さ
れ
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

グ
の
委
託
料
な
ど
で
す
。
 

⑥
平
成
元
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
補
 

正
予
算
→
八
千
三
百
六
十
一
万
円
を
 

平成2 年度予算額と前年対比 
（一般会計の伸率は前年度が6 カ月の暫定予算のため未記入） 

―三 ー 一 ムー ーー一ーー 雄よー ー 三ーー 
ム 舜I ― 予ー算 額 

対前年 

伸率（%) 

一般会計暫定 25億9,555万円 
// 

住宅新築資金等貸付事業特別会計 3億6,040万円 1 2 .0 

国民健康保険事業勘定特別会計 6億8,249万円 1 0 .4 

老人保健特別会計 7億1,792 万円 5 .5 

上水道事業特別会計 2億2,579万円 7 .2 

町立病院事業特別会計 7億8,233万円 1 0 .4 

例
を
取
り
ま
し
て
も
、
受
診
率
が
他
の
 

町
村
に
比
べ
る
と
低
く
、
こ
の
こ
と
は
 

福
祉
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
社
会
教
 

育
の
事
で
も
あ
り
、
社
会
教
育
の
中
で
 

赤
池
町
が
行
っ
て
い
る
様
々
な
福
祉
施
 

策
を
も
り
込
み
、
住
民
の
方
に
一
人
で
 

も
多
く
認
識
し
て
も
ら
う
事
が
必
要
な
 

こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

岡
公
営
企
業
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
 

周
町
民
の
皆
さ
ん
に
負
担
を
か
け
ず
、
 

最
大
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
、
私
も
職
 

員
共
々
、
い
ろ
ん
な
ご
意
見
を
ふ
ま
え
 

な
が
ら
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
 

も
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
実
が
出
来
落
ち
 

た
時
拾
っ
て
植
え
て
み
ま
し
た
。
 

木
は
大
き
く
な
り
、
花
は
同
じ
花
が
咲
 

き
ま
し
た
が
、
枝
や
花
は
垂
れ
な
い
吉
 

野
系
な
の
で
す
。
 

京
都
の
祇
園
に
も
あ
る
と
聞
き
ま
し
 

た
。
と
に
か
く
と
て
も
見
事
な
桜
で
す
 

か
ら
、
近
所
の
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
 

一
人
で
も
多
く
の
人
に
見
て
頂
き
た
い
 

の
で
す
。
 

追
加
補
正
し
、
予
算
総
額
が
七
億
七
千
 

三
百
五
十
一
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

内
容
の
主
な
も
の
は
、
医
療
費
が
不
 

足
す
る
た
め
の
補
正
で
す
。
 

ー
条
例
の
制
定
 
一 

⑥
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
の
制
定
→
日
取
近
の
経
済
事
 

情
に
促
し
、
助
産
費
、
葬
祭
費
を
改
正
 

す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
 

し
た
。
 

⑥
敬
老
年
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
の
制
定
→
支
給
方
法
牛
守
に
つ
い
 

て
現
状
に
対
応
す
る
よ
う
条
例
の
一
部
 

を
改
正
し
ま
し
た
。
 

⑥
水
田
農
業
確
立
特
別
推
進
事
業
基
金
 

の
設
置
・
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
 

条
例
の
制
定
→
平
成
二
年
度
か
ら
水
 

田
農
業
確
立
後
期
対
策
の
円
滑
な
推
進
 

に
資
す
る
た
め
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
 

／吐＝ 一 × 

呑の 

交通安全運動 
4月6日～15日 

」γll 

1 
F
契
約
の
変
更
L
 

⑥
工
事
請
負
契
約
の
変
更
→
平
成
元
年
 

度
同
和
地
区
改
釜
口
施
設
整
備
事
業
で
実
 

施
し
て
い
ま
す
、
赤
池
地
区
納
骨
堂
新
 

策
工
事
の
契
約
の
内
容
の
一
部
に
変
更
 

が
生
じ
た
た
め
、
町
議
会
の
議
決
を
得
 

ま
し
た
。
 

議
員
の
互
選
・
報
告
・
請
願
」
 

⑥
田
川
市
・
赤
池
町
天
郷
青
年
の
家
組
 

合
議
会
の
互
選
→
田
川
市
・
赤
池
町
 

天
郷
青
年
の
家
組
合
議
会
の
議
員
の
欠
 

員
に
伴
い
、
欠
員
補
充
を
す
る
た
め
議
 

員
の
互
選
を
し
た
も
の
で
す
。
 

⑥
平
成
元
年
度
定
例
事
務
監
査
の
結
果
 

報
告
→
二
月
九
日
よ
り
三
月
二
日
ま
 

で
、
十
二
日
間
に
一
旦
り
実
施
さ
れ
た
平
 

成
元
年
度
の
予
算
執
行
状
況
監
査
の
結
 

果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

平
成
元
年
中
、
赤
池
町
の
交
通
事
故
 

件
数
は
四
十
四
件
、
死
傷
者
は
五
十
六
 

人
と
、
昭
和
六
十
三
年
と
比
較
す
る
と
 

大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
悲
惨
な
交
 

通
事
故
を
無
く
す
た
め
、
私
た
ち
一
人
 

ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
 

い
交
通
マ
ナ
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
を
実
 

践
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

⑥
西
ケ
丘
生
活
道
路
の
拡
幅
整
備
及
び
 

急
勾
配
法
面
山
朋
壊
防
止
に
関
す
る
請
 

願
→
産
建
委
員
会
に
付
託
 

F
追

加

議

案

L

 

⑥
赤
池
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
→
昨
年
九
 

月
に
制
定
さ
れ
た
基
金
条
例
の
基
金
使
 

途
の
事
業
が
条
例
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

⑥
赤
池
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
→
 

現
教
育
委
員
で
あ
る
浦
田
弘
二
氏
の
任
 

期
が
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
切
れ
る
 

た
め
、
再
任
さ
れ
る
も
の
で
す
。
 

木
月
睦
夫
議
員
逝
去
 

木
月
睦
夫
町
議
〈
ム
議
員
が
、
二
月
一
一
 

十
三
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
五
十
七
歳
 

で
し
た
。
 

故
木
月
議
員
は
五
十
八
年
に
町
議
会
 

議
員
に
当
選
さ
れ
、
産
業
建
設
常
任
委
 

員
副
委
員
長
、
農
業
委
員
会
禾
女
員
田
川
 

市
・
赤
池
町
天
郷
青
年
の
家
組
合
議
会
 

議
員
、
土
地
開
発
公
社
理
事
、
給
食
セ
 

ン
タ
ー
運
〈
呂
審
議
会
委
員
な
ど
を
務
め
 

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

謹
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
 

す。 

2月23日逝去された 

木月 睦夫議員 

『
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
あ
か
い
け
」
を
合
ヲ
 

葉
に
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
職
場
が
 

一
体
と
な
り
、
交
通
安
全
運
動
を
推
進
 

し
、
安
全
で
住
み
よ
い
私
た
ち
の
町
を
 

つ
く
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
 

赤
池
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
 

田
 

川
 

警
 

察
 

署

×

 

「
愛
す
る
自
分
を
大
切
に
、
薬
物
乱
用
 

を
や
め
ま
し
ょ
う
」
 
こ
の
言
葉
は
世
界
 

的
な
薬
物
乱
用
を
防
止
す
る
た
め
、
 
一 

九
八
七
年
国
連
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
 

標
語
で
す
。
 

今
や
薬
物
乱
用
は
世
界
的
問
題
で
、
 

極
め
て
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

現
在
第
二
次
覚
せ
い
剤
、
シ
ン
ナ
ー
 

乱
用
時
代
が
長
期
に
わ
た
り
続
い
て
い
 

ま
す
。
こ
れ
も
貧
困
か
ら
で
は
な
く
、
 

物
質
万
能
と
な
っ
た
社
会
の
ひ
ず
み
が
 

要
因
で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
様
に
青
少
年
の
シ
ン
ナ
ー
遊
び
 

が
覚
せ
い
剤
へ
と
移
行
し
、
シ
ン
ナ
ー
 

乱
用
者
は
高
校
生
、
中
学
生
か
ら
小
学
 

校
六
、
五
年
と
低
年
齢
化
し
、
た
ん
な
 

る
非
行
か
ら
犯
罪
と
、
反
社
会
的
行
動
 

が
増
加
の
傾
向
に
あ
る
の
で
す
。
 

シ
ン
ナ
ー
を
吸
い
始
め
る
と
な
か
な
 

か
や
め
ら
れ
ず
、
吸
入
量
も
増
大
し
、
 

そ
の
結
果
、
視
覚
異
常
や
幻
覚
異
常
・
 

幻
覚
妄
想
と
な
り
、
理
由
も
な
く
殺
人
、
 

強
盗
、
傷
害
等
凶
悪
な
犯
罪
を
引
き
起
 

こ
す
の
で
す
。
 

⑥
シ
ン
ナ
ー
遊
び
が
原
因
で
起
き
た
最
 

近
の
事
故
例
 

①
車
内
で
シ
ン
ナ
ー
を
吸
い
若
者
三
人
 

暴
走
死
 

②
シ
ン
ナ
ー
錯
乱
少
年
、
家
族
を
刺
殺
 

③
シ
ン
ナ
ー
乱
用
少
年
家
出
資
金
欲
し
 

さ
に
家
族
を
殺
す
。
 

④
中
学
校
の
校
庭
で
シ
ン
ナ
ー
乱
用
中
 

シ
ン
ナ
ー
に
引
火
、
少
年
焼
死
 

⑤
十
六
歳
の
少
年
、
恋
敵
に
乱
用
予
定
 

の
シ
ン
ナ
ー
を
か
け
火
傷
さ
せ
る
。
 

⑥
小
学
校
五
年
生
、
シ
ン
ナ
ー
を
校
内
 

で
吸
い
倒
れ
る
。
 

⑦
少
女
に
シ
ン
ナ
ー
を
吸
わ
せ
悪
戯
 

⑧
シ
ン
ナ
ー
代
わ
り
に
ブ
タ
ン
ガ
ス
を
 

吸
い
死
亡
 

こ
の
様
な
状
況
の
も
と
薬
物
乱
用
を
 

根
絶
す
る
に
は
、
種
々
因
難
な
事
情
が
 

あ
る
に
せ
よ
、
大
人
が
、
家
庭
が
、
学
 

校
が
、
地
域
社
会
が
、
行
政
が
、
販
売
 

店
の
人
々
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
み
、
 

乱
用
を
許
さ
な
い
明
る
い
豊
か
な
環
境
 

を
作
る
こ
と
で
す
。
 

大
人
の
無
関
心
は
青
少
年
非
者
の
温
 

床
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。
そ
の
意
味
 

で
は
大
人
の
関
心
と
心
の
関
わ
り
の
あ
 

N 期 間 精神症状 身体症状 

急

性

中

毒

 

1 度に多量の 

シンナー等を 

吸入 

・意識障害が主体で 

アルコーレ酪町と 

類似 

・多幸気分・発揚感 

・幻覚などの知覚異 

常 

・全能感 

・ねむけ 

・けいれん 

・悪心・耳なり 

・発言障害 

・唱吐・失調 

・頭痛 

慢

性

中

毒

 

・吸入量頻度 

個人差により 

異なる 

・1週1回で6 

ケ月 

・1週2. 3回で 

2. 3カ月 

・股々抑うっ状態に 

なるため不安を感 

じることが多い 

・ぼんやり 

・幻覚を生じる 

・フラッ シュパック 

を起こす 

・のどが痛くひ 

りひりする 

・血液障害 

・脳波障害 

・心電図異常 

・四肢のしびれ 

る
と
こ
ろ
非
行
な
し
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。
 

シ
ン
ナ
ー
は
表
の
よ
う
に
種
々
の
由
主
母
症
 

状
を
呈
し
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
精
神
疾
状
が
 

大
き
な
問
題
と
言
え
ま
す
。
私
た
ち
は
何
と
 

し
て
も
青
小
左
丁
を
蝕
意
見
せ
い
剤
、
シ
ン
ナ
ー
 

等
の
薬
物
乱
用
を
防
止
し
、
青
少
年
を
非
行
 

か
・
皇
寸
る
責
務
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
「
 

全国（緑愛護）の集 い→23 日（建設省） 世界保健デー→7日（厚生省） 

へ→一「J
/
 


